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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第100期

第２四半期
連結累計期間

第101期
第２四半期
連結累計期間

第100期

会計期間
自　2019年４月１日
至　2019年９月30日

自　2020年４月１日
至　2020年９月30日

自　2019年４月１日
至　2020年３月31日

売上高 (百万円) 47,382 49,942 100,717

経常利益 (百万円) 1,087 2,473 5,374

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(百万円) 683 1,618 3,689

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △477 2,885 2,211

純資産額 (百万円) 79,444 91,861 82,465

総資産額 (百万円) 131,807 143,083 136,059

１株当たり四半期 (当期) 純利益 (円) 11.03 24.91 59.56

潜在株式調整後１株当たり
四半期 (当期) 純利益

(円) － 24.91 59.56

自己資本比率 (％) 60.2 64.1 60.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 7,656 5,160 17,250

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,744 △1,492 △4,555

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,966 6,746 △6,022

現金及び現金同等物の
四半期末 (期末) 残高

(百万円) 14,723 28,812 18,409
 

　

回次
第100期

第２四半期
連結会計期間

第101期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2019年７月１日
至　2019年９月30日

自　2020年７月１日
至　2020年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 7.53 12.38
 

 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第100期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ (当社及び当社の関係会社) が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると

認識している主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な

変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(１) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米中通商問題の影響に加え、新型コロナウイルス感染拡大

の長期化による影響はあったものの、輸出や生産活動は持ち直し、景気に底入れの兆しがみられました。設備投

資は、企業収益の悪化や先行きの不透明感から、延期や中止の動きがみられました。そのような中、電子産業に

おいては、５ＧやＩｏＴ向けなど情報通信技術の用途の拡がりを背景とした投資が行われ、底堅く推移しまし

た。

海外経済は、米国では雇用環境の改善が続き、製造業は持ち直しの動きが持続しました。また、経済活動が再

開している中国では製造業全般で生産活動の正常化が進み、５Ｇ関連の需要が拡大するなど設備投資が積極的に

行われました。一方、東南アジアは、感染拡大に対する対策を打ち出し、段階的な経済活動を再開しているもの

の、その回復のペースは緩やかとなりました。

このような状況のもとで、当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高49,942百万円 (前年同

四半期比5.4％増) 、営業利益2,405百万円 (前年同四半期比112.7％増) 、経常利益2,473百万円 (前年同四半期

比127.5％増) 、親会社株主に帰属する四半期純利益1,618百万円 (前年同四半期比136.9％増) となりました。

　

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

①　自動機械部門

産業機械では、三次元はんだ印刷検査機の売上高が減少したものの、リチウムイオン電池製造システムの

売上高は増加いたしました。また、自動包装システムは、売上高が増加いたしました。

その結果、売上高は7,633百万円 (前年同四半期比15.2％増) 、セグメント利益はセールスミックスの変化

や新たな中国市場向け装置の開発費増加などにより、856百万円 (前年同四半期比19.1％減) となりました。

 
②　機器部門

国内市場では、５Ｇの普及にテレワーク関連の需要が重なり、設備投資が拡大した半導体製造装置向け売

上高は増加いたしました。一方、自動車の製造設備向けや工作機械向けの売上高は、それぞれ大きく減少い

たしました。

海外市場では、製造業全般で生産活動の正常化が進んだ中国や半導体設備投資が底堅く推移した韓国や台

湾などで売上高が増加いたしました。一方で、新型コロナウイルスの感染拡大により東南アジアの売上高は

減少いたしました。

その結果、売上高は42,309百万円 (前年同四半期比3.8％増) 、セグメント利益は生産性改善や経費削減の

効果により、3,603百万円 (前年同四半期比72.9％増) となりました。

　

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ7,024百万円増加の143,083百万円と

なりました。これは主に、売上債権及び有形固定資産が減少したものの、現金及び預金並びに投資有価証券が増

加したことによるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ2,371百万円減少の51,222百万円となりました。これは主に、借入金及び賞与

引当金が増加したものの、仕入債務、未払賞与及び未払消費税等が減少したことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ9,396百万円増加の91,861百万円となりました。

自己資本比率につきましては、前連結会計年度末に比べ3.7ポイント増加の64.1％となりました。
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(２) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物 (以下「資金」といいます。) は、前連結会計年度

末に比べ10,402百万円増加の28,812百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、5,160百万円 (前年同四半期比32.6%減) と

なりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益2,437百万円、減価償却費2,684百万円、賞与引当金の増加

2,049百万円、売上債権の減少3,598百万円による資金の増加、未払賞与の減少2,025百万円、仕入債務の減少

1,445百万円、法人税等の支払額1,105百万円による資金の減少によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、1,492百万円 (前年同四半期比45.6%減) と

なりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出1,521百万円による資金の減少によるものでありま

す。　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の増加は、6,746百万円 (前年同四半期は1,966百万円

の減少) となりました。これは主に、短期借入金の増加2,290百万円、新株予約権の行使7,309百万円による資金

の増加、長期借入金の返済による支出1,790百万円、配当金の支払額808百万円による資金の減少によるものであ

ります。

 
(３) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、1,799百万円であります。　

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(４) 生産、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間において、自動機械部門の受注高が著しく減少しております。これは主に薬品自動

包装システムの受注減少によるものであります。自動機械部門の当第２四半期連結累計期間における受注高は

6,165百万円（前年同四半期比35.3％減）となりました。

 
(５) 主要な設備

当第２四半期連結累計期間において新たに確定した重要な設備の新設の計画は次のとおりです。

会社名 事業所名
(所在地)

セグメント
の名称

 
 設備の
内容
 

投資予定額
(百万円) 資金調達

方法
着手
年月

完了
予定
年月

目的
総額 既支払額

CKD USA
CORPORATION

CKD USA
CORPORATION

（米国テキサス州
オースティン市）

機器
部門

 
土地、
建物、
設備等

 

1,300 615 自己株式
処分資金

2020年
９月

2022年
３月

米国
事業
拡大
の為

 

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(１) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数 (株)

普通株式 233,000,000

計 233,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数 (株)
(2020年９月30日)

提出日現在発行数 (株)
(2020年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 67,909,449 67,909,449
東京証券取引所
名古屋証券取引所
(各市場第一部)

単元株式数
 100株

計 67,909,449 67,909,449 － －
 

 
(２) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

　

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(３) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

当第２四半期会計期間において、行使価額修正条項付新株予約権付社債券等に係る新株予約権が以下のとお

り、行使されました。

第三者割当による行使価格修正条項付第２回新株予約権

 
第２四半期会計期間

 (2020年７月１日から2020年９月30日まで)

当該四半期会計期間に権利行使された当該行使価額修正条項付新株
予約権付社債券等の数（個）

9,290

当該四半期会計期間の権利行使に係る交付株式数（株） 929,000

当該四半期会計期間の権利行使に係る平均行使価額等（円） 1,808.26

当該四半期会計期間の権利行使に係る資金調達額（百万円） 1,679

当該四半期会計期間の末日における権利行使された当該行使価額修
正条項付新株予約権付社債券等の数の累計（個）

13,800

当該四半期会計期間の末日における当該行使価額修正条項付新株予
約権付社債券等に係る累計の交付株式数（株）

1,380,000

当該四半期会計期間の末日における当該行使価額修正条項付新株予
約権付社債券等に係る累計の平均行使価額等（円）

1,776.24

当該四半期会計期間の末日における当該行使価額修正条項付新株予
約権付社債券等に係る累計の資金調達額（百万円）

2,451
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(４) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2020年７月１日～
2020年９月30日

－ 67,909,449 － 11,016 － 11,797

 

 

(５) 【大株主の状況】

2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社 (信託口)

東京都港区浜松町二丁目11－３ 6,938 10.42

株式会社日本カストディ銀行
（信託口）

東京都中央区晴海一丁目８－12 5,437 8.16

ＣＫＤ持株会 愛知県小牧市応時二丁目250 2,894 4.35

住友生命保険相互会社 東京都中央区築地七丁目18－24 1,914 2.87

株式会社日本カストディ銀行
（信託口９）

東京都中央区晴海一丁目８－12 1,780 2.67

ＣＫＤ協力企業投資会 愛知県小牧市応時二丁目250 1,658 2.49

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１－２ 1,581 2.37

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町一丁目13－１ 1,400 2.10

株式会社日本カストディ銀行
（信託口５）

東京都中央区晴海一丁目８－12 1,158 1.74

三井住友海上火災保険株式会社 東京都千代田区神田駿河台三丁目９ 1,010 1.52

計 － 25,774 38.70
 

 
(注) １．2020年７月20日付で公衆の縦覧に供されている変更報告書において、ノムラ　インターナショナル　ピーエ

ルシー (ＮＯＭＵＲＡ　ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ　ＰＬＣ) 及びその共同保有者である野村アセットマネ

ジメント株式会社が2020年７月15日現在で以下の株式を保有している旨が記載されているものの、当社として

2020年９月30日現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりませ

ん。

　なお、その大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。
 

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(千株)
株券等保有割合

(％)

ノムラ インターナショナル
ピーエルシー (ＮＯＭＵＲＡ　
ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ 　
ＰＬＣ)

１Angel Lane, London EC4R 3AB, United
Kingdom

258 0.38

野村アセットマネジメント
株式会社

東京都江東区豊洲二丁目２―１ 3,857 5.68

計 － 4,116 6.06
 

EDINET提出書類

ＣＫＤ株式会社(E01909)

四半期報告書

 6/19



 

 
２．2020年８月21日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、みずほ証券株式会社並びにその共

同保有者であるアセットマネジメントOne株式会社及びアセットマネジメントOneインターナショナル (Asset

Management One International Ltd.) が2020年８月14日現在で以下の株式を保有している旨が記載されてい

るものの、当社として2020年９月30日現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状

況には含めておりません。

なお、その大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。
 

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(千株)
株券等保有割合

(％)

みずほ証券株式会社 東京都千代田区大手町一丁目５－１ 91 0.13

アセットマネジメントOne株式会
社

東京都千代田区丸の内一丁目８－２ 3,340 4.92

アセットマネジメントOneイン
ターナショナル
（Asset Management One　
 International Ltd.）

Mizuho House, 30 Old Bailey, London,
EC4M 7AU, UK

155 0.23

計 － 3,587 5.28
 

 

３．2020年９月７日付で公衆の縦覧に供されている変更報告書において、三井住友ＤＳアセットマネジメント株

式会社及びその共同保有者である株式会社三井住友銀行が2020年８月31日現在で以下の株式を保有している旨

が記載されているものの、当社として2020年９月30日現在における実質所有株式数の確認ができませんので、

上記大株主の状況には含めておりません。

なお、その大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。
 

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(千株)
株券等保有割合

(％)

三井住友ＤＳアセットマネジメ
ント株式会社

東京都港区虎ノ門一丁目17－１　
虎ノ門ヒルズビジネスタワー26階

2,268 3.34

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１－２ 1,581 2.33

計 － 3,850 5.67
 

 
(６) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

  2020年９月30日現在

区分 株式数 (株) 議決権の数 (個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式 (自己株式等) － － －

議決権制限株式 (その他) － － －

完全議決権株式 (自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 1,305,000
 

－ 単元株式数100株

完全議決権株式 (その他) 普通株式 66,575,000
 

665,750 同上

単元未満株式 普通株式 29,449
 

－ 一単元 (100株) 未満の株式

発行済株式総数 67,909,449 － －

総株主の議決権 － 665,750 －
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② 【自己株式等】

  2020年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する

所有株式数の割合
(％)

(自己保有株式)
ＣＫＤ株式会社

愛知県小牧市応時二丁目
250番地

1,305,000 － 1,305,000 1.92

計 － 1,305,000 － 1,305,000 1.92
 

　　

２ 【役員の状況】

　　 該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(１) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 18,987 29,242

  受取手形及び売掛金 24,777 ※2  21,159

  電子記録債権 4,031 4,195

  営業未収入金 215 178

  商品及び製品 9,652 10,496

  仕掛品 5,132 3,978

  原材料及び貯蔵品 21,190 21,872

  その他 1,456 1,145

  貸倒引当金 △22 △20

  流動資産合計 85,420 92,249

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 19,793 19,987

   その他（純額） 20,439 19,781

   有形固定資産合計 40,232 39,768

  無形固定資産 1,869 1,657

  投資その他の資産 ※1  8,537 ※1  9,407

  固定資産合計 50,639 50,834

 資産合計 136,059 143,083

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 12,994 11,566

  電子記録債務 2,369 2,420

  短期借入金 9,651 11,915

  1年内償還予定の社債 129 31

  未払法人税等 1,199 839

  賞与引当金 279 2,331

  その他の引当金 469 522

  その他 10,666 7,506

  流動負債合計 37,760 37,133

 固定負債   

  社債 16 －

  長期借入金 13,270 11,493

  その他の引当金 65 18

  退職給付に係る負債 414 418

  その他 2,067 2,157

  固定負債合計 15,833 14,088

 負債合計 53,594 51,222

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 11,016 11,016

  資本剰余金 12,017 16,380

  利益剰余金 61,992 62,799

  自己株式 △3,952 △916

  株主資本合計 81,074 89,279

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,898 2,895

  為替換算調整勘定 206 382

  退職給付に係る調整累計額 △891 △796

  その他の包括利益累計額合計 1,213 2,481

 新株予約権 71 －

 非支配株主持分 105 100

 純資産合計 82,465 91,861

負債純資産合計 136,059 143,083
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(２) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

売上高 47,382 49,942

売上原価 35,750 37,005

売上総利益 11,631 12,937

販売費及び一般管理費 ※  10,500 ※  10,531

営業利益 1,130 2,405

営業外収益   

 受取利息 8 8

 受取配当金 92 80

 持分法による投資利益 － 1

 補助金収入 28 135

 その他 151 198

 営業外収益合計 280 424

営業外費用   

 支払利息 110 103

 売上割引 74 67

 持分法による投資損失 0 －

 デリバティブ評価損 15 －

 為替差損 40 78

 その他 83 107

 営業外費用合計 324 356

経常利益 1,087 2,473

特別利益   

 固定資産売却益 2 0

 補助金収入 32 25

 環境対策引当金戻入額 10 －

 特別利益合計 45 26

特別損失   

 固定資産除却損 33 20

 固定資産圧縮損 32 25

 環境対策引当金繰入額 － 15

 特別損失合計 65 62

税金等調整前四半期純利益 1,067 2,437

法人税、住民税及び事業税 309 740

法人税等調整額 73 80

法人税等合計 383 820

四半期純利益 684 1,616

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

1 △2

親会社株主に帰属する四半期純利益 683 1,618
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

四半期純利益 684 1,616

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △127 996

 為替換算調整勘定 △1,162 177

 退職給付に係る調整額 128 94

 持分法適用会社に対する持分相当額 △0 0

 その他の包括利益合計 △1,162 1,268

四半期包括利益 △477 2,885

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △468 2,885

 非支配株主に係る四半期包括利益 △9 △0
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(３) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,067 2,437

 減価償却費 2,816 2,684

 持分法による投資損益（△は益） 0 △1

 賞与引当金の増減額（△は減少） 104 2,049

 未払賞与の増減額（△は減少） △40 △2,025

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 262 92

 売上債権の増減額（△は増加） 2,263 3,598

 たな卸資産の増減額（△は増加） 1,758 △297

 仕入債務の増減額（△は減少） △2,316 △1,445

 前受金の増減額（△は減少） 636 377

 その他 422 △1,300

 小計 6,974 6,169

 利息及び配当金の受取額 102 90

 利息の支払額 △109 △102

 法人税等の支払額 △443 △1,105

 法人税等の還付額 1,099 82

 補助金の受取額 32 25

 営業活動によるキャッシュ・フロー 7,656 5,160

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △157 △0

 定期預金の払戻による収入 － 152

 有形固定資産の取得による支出 △2,281 △1,521

 無形固定資産の取得による支出 △332 △156

 その他 26 32

 投資活動によるキャッシュ・フロー △2,744 △1,492

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 231 2,290

 長期借入れによる収入 272 －

 長期借入金の返済による支出 △1,790 △1,790

 自己株式の取得による支出 △0 △0

 配当金の支払額 △495 △808

 リース債務の返済による支出 △134 △135

 新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 7,309

 その他 △49 △119

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,966 6,746

現金及び現金同等物に係る換算差額 △249 △12

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,695 10,402

現金及び現金同等物の期首残高 12,028 18,409

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  14,723 ※  28,812
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

投資その他の資産 33百万円 33百万円
 

 
※２．四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当第２四半期連結会計期間の末日が金融機関の休日で

したが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は次の

とおりであります。

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

受取手形 －  6百万円
 

 
(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

人件費 4,764百万円 4,913百万円

退職給付費用 221 〃 205 〃

荷造運搬費 648 〃 687 〃

研究開発費 1,588 〃 1,799 〃

貸倒引当金繰入額 △8 〃 △1 〃
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおりで

あります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

現金及び預金勘定 15,133百万円 29,242百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △409 〃 △430 〃

現金及び現金同等物 14,723百万円 28,812百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間 (自　2019年４月１日　至　2019年９月30日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額 (円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月15日
取締役会

普通株式 495 ８ 2019年３月31日 2019年６月６日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後

となるもの

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額 (円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年11月12日
取締役会

普通株式 309 ５ 2019年９月30日 2019年12月９日 利益剰余金
 

 
当第２四半期連結累計期間 (自　2020年４月１日　至　2020年９月30日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額 (円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月14日
取締役会

普通株式 809 13 2020年３月31日 2020年６月４日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後

となるもの

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額 (円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年11月13日
取締役会

普通株式 532 ８ 2020年９月30日 2020年12月10日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間 (自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

 

報告セグメント

調整額
 (注) １

四半期連結
損益計算書
計上額
 (注) ２

自動機械部門 機器部門 計

売上高      

　外部顧客への売上高 6,626 40,755 47,382 － 47,382

　セグメント間の
　内部売上高又は振替高

－ 87 87 △87 －

計 6,626 40,843 47,469 △87 47,382

セグメント利益 1,057 2,084 3,142 △2,011 1,130
 

 

(注) １．セグメント利益の調整額△2,011百万円には、セグメント間取引消去15百万円及び各報告セグメントに配分

していない全社費用△2,026百万円が含まれております。全社費用は、主に当社の管理部門に係る費用及び長

期的な基礎的研究費用並びにＣＫＤグローバルサービス株式会社に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
Ⅱ 当第２四半期連結累計期間 (自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

 

報告セグメント

調整額
 (注) １

四半期連結
損益計算書
計上額
 (注) ２

自動機械部門 機器部門 計

売上高      

　外部顧客への売上高 7,633 42,309 49,942 － 49,942

　セグメント間の
　内部売上高又は振替高

－ 40 40 △40 －

計 7,633 42,349 49,983 △40 49,942

セグメント利益 856 3,603 4,459 △2,053 2,405
 

 

(注) １．セグメント利益の調整額△2,053百万円には、セグメント間取引消去15百万円及び各報告セグメントに配分

していない全社費用△2,069百万円が含まれております。全社費用は、主に当社の管理部門に係る費用及び長

期的な基礎的研究費用並びにＣＫＤグローバルサービス株式会社に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以

下のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
 至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
 至 2020年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益 11円03銭 24円91銭

(算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純利益 (百万円) 683 1,618

 普通株主に帰属しない金額 (百万円) － －

 普通株式に係る親会社株主に帰属する
 四半期純利益 (百万円)

683 1,618

 普通株式の期中平均株式数 (千株) 61,925 64,965

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 － 24円91銭

 (算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純利益調整額 (百万円) － －

　普通株式増加数 (千株) － 15

 
希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要
 

－ －

 

 (注) 前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため

　　記載しておりません。

 

 
２ 【その他】

2020年11月13日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

① 配当金の総額……………………………………………………………532百万円

② １株当たりの金額………………………………………………………８円00銭

③ 支払請求の効力発生日及び支払開始日………………………………2020年12月10日

 (注) 2020年９月30日現在の株主名簿に記録された株主に対し、支払いを行います。

 

 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 
2020年11月13日

 

ＣＫＤ株式会社

取締役会　御中
 

 

有限責任監査法人トーマツ

名古屋事務所
 

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 伊　　藤　　達　　治 ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 滝   川   裕   介 ㊞

 

　

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＣＫＤ株式会社

の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020年９月

30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＣＫＤ株式会社及び連結子会社の2020年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。 
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

　　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

                                                                                                    以　上

 

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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